
ディプロマ・ポ
リシー（DP）

DP３　　DP４　　DP５

履修学年 ２年 履修学期 後期 単位数 １ 時間数 １６

1．わが国の医療安全対策や医療現場で取り組まれている安全対策を理解することができる。

2．医療における危険要因を知り、安全な看護を提供するための知識・技術を習得する。

3．医療事故における看護師の法的責任を学び、専門職としての責任感と倫理観を身につける

　ことができる。

回 方法 担当教員

1）診療の補助の事故防止　　

　(1)輸血業務と事故防止　　　(2)内服与薬業務と事故防止

　(3)ハイリスク薬剤：インスリン、KCL、抗がん剤

　(4)輸液ポンプ・シリンジポンプ　(5)ME機器：人工呼吸器　

　(6)経管栄養（注入）業務と事故防止

　(7)チューブ管理と事故防止

　(8)針刺し事故防止と事故後の対応

3）組織的な安全管理体制への取り組み

4）医療安全対策の国内外の潮流

6）看護倫理と医療安全

筆記試験　100点

専門分野　看護の統合と実践[2]　医療安全（医学書院）

専門分野　基礎看護学[1]　基礎看護技術Ⅰ（医学書院）

専門分野　基礎看護学[2]　基礎看護技術Ⅱ（医学書院）
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5）医療事故に伴う看護職の法的責任

2）病院組織における医療安全対策の実際
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